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報告書概要 

 

1. 業務名（英名） 

平成 24 年度知床世界自然遺産地域における環境教育業務 

（Environmental education in Shiretoko World Natural Heritage Site） 

 

2. 業務の背景と目的 

 知床には、世界自然遺産地域の適正な利用を促進するため、斜里町ウトロ地区の「知

床世界遺産センター」、羅臼町ルサ地区に「知床世界遺産ルサフィールドハウス」を整

備しており、羅臼町湯ノ沢地区に整備している「知床国立公園 羅臼ビジターセンタ

ー」とも連携を図り、自然情報の発信やルールやマナーの啓発等を実施している。 

 これらの関連施設における情報発信は、パネルや映像等の施設の展示が中心となっ

ているが、近年行なっているエゾシカ対策等は十分に紹介されておらず、また、ルサ

フィールドハウスでは、知床半島先端部地区の利用者からの情報の還元手法の検討が

課題として挙げられている。さらに、世界自然遺産地域の適正な利用を効果的に推進

するためには、ホームページ等で情報発信を行い、知床の自然情報やルール等に関す

る情報について、利用者にあらかじめ普及啓発を行うことが効果的である。 

 そこで、本業務では、知床世界自然遺産地域における関連施設等を活用した環境教

育手法の開発を目的とし、（１）エゾシカ対策の普及啓発、（２）知床半島先端部地区

に関する情報収集および普及啓発、（３）ホームページによる情報発信に関する業務を

実施した。 

3. 事業の実施体制 

 本事業は、環境省からの請負事業として公益財団法人 知床財団が実施した。 

 

4. 事業の手法・概要 

（１）エゾシカ対策の普及啓発 

 釧路自然環境事務所を中心とした関係行政機関で取り組んでいるエゾシカの個体数

調整、植生調査、防鹿柵の設置等の取り組みについて紹介したパネルを作成した。ま

た、パネルとともにイーゼルを作成し、移動可能な展示形態とした。 

 

（２）知床半島先端部地区に関する情報収集および普及啓発 

 ルサフィールドハウス等において、知床半島先端部地区の利用者から、トレッキン

グルートの状況やヒグマの出没状況、利用者自身のトレッキングの体験等の情報の還

元を得るための普及啓発素材の作成を行った。また、知床半島先端部地区の自然条件

や利用にあたり守るべき事項を効果的に周知するための普及啓発素材の作成を行った。

これらの素材は、関連施設等で有効に活用できるよう、移動可能なものとした。 

 

（３）ホームページによる情報発信 

 利用者に事前に知床世界自然遺産地域の利用拠点の自然情報やルール等を啓発する

ため、環境省担当官の指定するホームページの改修を行った。利用拠点としては羅臼



 

湖と羅臼岳・知床連山等を想定しており、羅臼湖についてはルートの変更や今年度策

定利用のルール等に関して適切の周知できるような内容とした。また、羅臼岳・知床

連山については、二ッ池におけるルートの変更が適切に周知出来るような内容とした。 

 

5. 事業結果 

（１）普及啓発素材として、エゾシカ対策に関する普及啓発展示を作成した。釧路自

然環境事務所を中心とした関係行政機関で取り組んでいるエゾシカの個体数調整、植

生調査、防鹿柵の設置等の取り組みを紹介するパネルのほか、エゾシカに関する基本

的な生態を解説したパネル、エゾシカが知床の植生に与えた影響について解説したパ

ネルの計 3 枚のパネルを作成した。また、エゾシカの剥製のリニューアル、エゾシカ

に関するクイズ冊子の作成を行い、来館者がエゾシカの生態および環境省等関係行政

機関が実施するエゾシカ対策への理解を深めることのできるエゾシカ展示コーナーを

新設した。普及啓発素材の作成にあたっては、関連施設等で有効に活用できるよう、

移動可能なものになるよう配慮した。 

 

（２）知床半島先端部地区の自然条件や利用にあたり守るべき事項を効果的に周知す

るための普及啓発素材の作成を行った。素材作成にあたっては、これまで課題だった

知床半島先端部地区利用者からの情報収集、および得られた情報を利用者に対して還

元するための冊子もあわせて作成した。展示は、移動または組み替え可能な木製の箱

を積み重ねた立体感のあるものとした。また、来館者が見過ごさず、実際に展示物を

手にとったり、新設した冊子を読んでみたくなるような仕掛けになるよう工夫した。 

 

（３）ホームページによる情報発信にあたっては、環境省担当官の指定に基づき、羅

臼ビジターセンターのホームページの改修を行なうこととした。羅臼ビジターセンタ

ーのホームページでは、平成 25 年度から一部変更となる羅臼湖までの歩道、および知

床連山縦走路の二ッ池ルートについて、利用者に適切な情報提供を行なうために一部

改修を行なった。羅臼湖については、既存の概要に加え、変更されたルートやバス

停、新たに策定された利用のルール等について周知する構成とした。また、羅臼岳・

知床連山については、既存の概要のほかに二ッ池におけるルートおよび野営地の変

更について新たなページを作成した。 

 

6. 今後の予定 

 特になし 

 

7. その他 

 特になし 
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1. はじめに 

 

知床世界自然遺産地域においては、地域内の適正な利用を推進するため、斜里町ウトロ

地区に「知床世界遺産センター」、羅臼町ルサ地区に「知床世界遺産ルサフィールドハウ

ス」が整備されている。これらの施設は、羅臼町湯ノ沢地区に整備している「知床国立公

園 羅臼ビジターセンター」とも連携を図り、自然情報の発信やルールやマナーの啓発等

を実施している。 

それぞれの施設では、パネルや映像を中心とした展示を行っているが、情報発信の面で

いくつかの課題も残されている。まず、近年環境省等が実施しているエゾシカ対策につい

てはどこの施設においても十分に紹介されていないこと、次に、ルサフィールドハウスに

おける知床半島先端部地区の利用者からの情報の還元手法が確立されていないことである。 

また、世界自然遺産地域の適正な利用を効果的に推進するためには、知床の自然情報や

ルール等に関する情報、速報性を必要とする情報について、ウェブを通じて利用者にあら

かじめ分かりやすく普及啓発を行うことが効果的である。 

そのため本業務では、環境教育として、エゾシカ対策に関するパネル展示の作成、ルサ

フィールドハウスにおける知床半島先端部利用者からの情報還元システムの作成、および

先端部地区における自然条件や利用のためのルール等の効果的な普及啓発素材の作成、羅

臼ビジターセンターホームページの一部リニューアルを実施した。 
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2. 業務の内容 

 

1) エゾシカ対策の普及啓発 

 近年、釧路自然環境事務所を中心とした関係行政機関で取り組んでいるエゾシカの

個体数調整、植生調査、防鹿柵の設置等の取組を関連施設等で紹介するための普及啓

発素材の作成を行った。 

 

2) 知床半島先端部地区に関する情報収集および普及啓発 

 ルサフィールドハウス等において、知床半島先端部地区の自然条件や利用にあたり

守るべき事項を効果的に周知するための普及啓発素材の作成を行なった。また、知床

半島先端部地区の利用者から、トレッキングルートの状況やヒグマの出没状況、利用

者自身のトレッキングの体験等の情報の還元を得るための普及啓発素材の作成を行

った。 

 

3) ホームページによる情報発信 

 利用者に事前に知床世界自然遺産地域の利用拠点の自然情報やルール等を啓発す

るため、環境省担当官の指定するホームページの改修を行った。改修は、H25 年度か

ら変更となる羅臼湖と羅臼岳・知床連山等について主に行なった。 

 

4) 打ち合わせ 

 本業務の実施にあたり、環境省担当官と打合せを行った（資料 

、資料 5-2）。
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3. 業務実施結果 

 

1) エゾシカ対策の普及啓発 

 

 普及啓発素材として、エゾシカ対策に関する普及啓発展示を作成した。近年、釧路自然

環境事務所を中心とした関係行政機関で取り組んでいるエゾシカの個体数調整、植生調査、

防鹿柵の設置等の取り組みを紹介するパネルのほか、来館者が個体数調整について理解す

るために不可欠であるエゾシカに関する基本的な生態を解説したパネル、エゾシカが知床

の植生に与えた影響について解説したパネルの計 3 枚のパネルを作成した。また、エゾシ

カの剥製のリニューアル、エゾシカに関するクイズ冊子の作成を行い、併せて来館者がエ

ゾシカの生態および環境省等関係行政機関が実施するエゾシカ対策への理解を深めること

のできるエゾシカ展示コーナーを新設した（写真 1）。普及啓発素材の作成にあたっては、

関連施設等で有効に活用できるよう、移動可能なものになるよう配慮した。 

 

エゾシカ対策に関するパネル 

パネルは 3 枚 1 組で、それぞれエゾシカの生態、知床におけるエゾシカに関する問題、

環境省が知床において実施しているエゾシカ対策をテーマとしている。パネルは、長辺

1,239mm×短辺 891mm のアクリル板 2 枚の間に展示物を挟み込む形式を採用し、内部の

展示物は必要に応じて追加や更新ができるよう配慮した。 

また、各パネルはこれまでビジターセンターなどの展示施設で主流だった固定式ではな

く、持ち運びが可能となるよう、専用のイーゼルに設置する展示方式を採用した。これに

より、羅臼ビジターセンター以外の場所へ自由に持ち運ぶことが出来るようになり、館内

外でエゾシカやエゾシカ対策に関する普及啓発を行う際に活用することが可能である。 

また、パネルを設置したイーゼル（写真 2）もパネルにあわせて作成した。イーゼルは

同一の設計のものを 3 脚作成した。材には、知床で見られる樹種、キハダ、ハルニレ、ミ

ズナラを使用し、エゾシカによる選好性の高い樹種（キハダ、ハルニレ）と、選好性の高

くない樹種（ミズナラ）を用い、エゾシカによる生態系への影響に関する解説の際に活用

できるよう配慮した。 
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 写真 1 羅臼ビジターセンター新設されたエゾシカ展示コーナー 

 

 写真 2 作成したイーゼル 
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パネル 1「知床のエゾシカ」 

一つ目のパネルには、知床半島における個体数調整等のエゾシカ対策に関して解説を行

う際に不可欠な、知床で見ることができるエゾシカの基本的な特徴や生態に関する情報を

掲載した。エゾシカの分類学上の位置付け、体サイズ、角と年齢の関係、食性、出産や繁

殖期の行動など季節によって変わるエゾシカの行動、妊娠率、胃の構造などの内容につい

て、来館者にとって分かりやすい平易な文章で解説した。また、パネル 2 で主に解説を行

う、知床におけるシカが引き起こす問題への導入として、冬期の樹皮食いに関して記述し

た。エゾシカの体サイズについては、シートをめくることで人間やホンシュウジカ、ヤク

シカと比較できる、ハンズ・オンの要素を盛り込んだ（写真 3）。 

 

 

写真 3 パネル 1 「知床のエゾシカ」 
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パネル 2「エゾシカが変えた植生」 

二つ目のパネルには、知床のエゾシカ対策が行われる理由を解説するために不可欠な、

エゾシカが知床半島の植生に与えている影響に関する情報を掲載した（写真 4）。エゾシカ

に起因する植生の変化に関する現状を説明した上で、知床岬を例にとり、航空センサスに

よるエゾシカの頭数のモニタリング結果から得られた頭数の推移、ハンゴンソウが多く見

られるようになった知床岬の台地上の植生の変化、樹皮食いとその影響、環境省や関係行

政機関が設置している防鹿柵や植生調査などの取り組みについて、平易でわかりやすい言

葉を用いて解説している。各要素は、知床岬の台地上を撮影した 1 枚の写真を解説するよ

うに配置され、必要に応じて図表を挿入した。これらの図表はそれぞれ独立しており、今

後航空センサスのデータなどが蓄積していった際には、容易に更新をすることができる。 

 

 

写真 4 パネル 2 「エゾシカが変えた植生」 

 

 

 

 

 



 

7 

 

パネル 3「知床でのエゾシカ対策」 

三つ目のパネルでは、環境省が知床半島で実施しているエゾシカ対策について解説した

（写真 5）。シャープシューティング、ヘリコプターや船でアクセスする知床岬でのエゾシ

カ捕獲、大規模仕切柵を用いた巻狩り、囲いわなによるエゾシカ捕獲など様々な捕獲手法

の紹介、捕獲の経過、知床岬で徐々に現れてきた捕獲の効果について、来館者にとって分

かりやすい平易な言葉で解説した。 

 

 

写真 5 パネル 3 「知床でのエゾシカ対策」 
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エゾシカ剥製のリニューアル 

 羅臼ビジターセンターにはトドやヒグマなど、知床で見ることが出来る哺乳類の剥製が

展示されており、来館者に人気を集めている。一方で、より観察が容易なエゾシカの剥製

の展示はこれまでなく、来館者からの要望や問い合わせも多くあった。 

 そこで今回、移転前の羅臼ビジターセンターに展示されていたが、移転後は展示されず

羅臼研究支援センターに保管されていたエゾシカの剥製のリニューアルを行った。剥製の

移動が容易になるよう、剥製の足の部分に土台と車輪を取りつけた。また、剥製の周辺に

はエゾシカの嗜好性が比較的高い植物（エゾカンゾウ、ヒオウギアヤメ）と嗜好性が比較

的低い植物（ハルザキヤマガラシ、ハンゴンソウ）の絵が描かれたパネルを配置した（写

真 6）。このパネルの裏には、エゾシカの植性に関するクイズの回答が書かれており、来館

者が触れて楽しむことが出来る。また、より剥製展示に親しんでもらうために、エゾシカ

の名前を募集するパネルを剥製の角に設置し、来館者がエゾシカの名前を書き込むことが

出来るハンズ・オン形式の展示とした（写真 7）。 

 

 

写真 6 エゾシカの剥製に土台と車輪をつけ、周辺にクイズ用の植物パネルを配した。 
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写真 7 来館者がエゾシカの名前を書き込める展示 

 

エゾシカに関するクイズ冊子 

来館者がエゾシカの生態について楽しみながら理解してもらうため、エゾシカに関する

クイズ冊子を作製し、エゾシカの剥製の首の部分に設置した（写真 8）。クイズはエゾシカ

の角、食性、糞、分類に関するもので、来館者は実際に剥製を見ながらクイズに挑戦する

ことが出来る（図 1）。食性に関するクイズは、剥製の周辺に配した植物の絵のパネルを見

ながら回答し、パネルの裏を見る事で正解がわかるようになっているほか、分類に関する

クイズでは、実際にエゾシカの剥製の足を見ることで、エゾシカが属する偶蹄目の特徴で

ある蹄の形を確認することが出来るなど、ハンズ・オン要素の高いものとした。 

 

写真 8 エゾシカに関するクイズ冊子 
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図 1 エゾシカに関するクイズ冊子の内容 
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2) 知床半島先端部地区に関する情報収集および普及啓発 

  

 先端部利用に関しては、配布物としての「知床半島先端部地区 利用の心得」やウェブ

サイト「シレココ」がある。本事業では、これらに掲載されている普及啓発の要素をルサ

フィールドハウスにおける「展示」という形に変え、訪れる来館者に対してより効果的に

先端部地区の自然状況とその利用について伝えるコーナーを新設した（写真 9）。また、

これまで課題だった知床半島先端部地区利用者からの情報収集、および得られた情報を利

用者に対して還元するための冊子「到達本」を作成した（写真 10）。 

 展示は、既存の壁面における展示と差別化し、移動または組み替え可能な木製の箱を積

み重ねた立体感のあるものとした。また、来館者が見過ごさず、実際に展示物を手にとっ

たり、新設した冊子を読んでみたくなるような仕掛けになるよう工夫した。 

 

 

写真 9 岬トレッキングに関する普及啓発コーナー 
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写真 10 先端部地区利用者からの情報収集のための冊子「到達本」 
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先端部地区利用に関する普及啓発素材 

  

 ルサフィールドハウスには、先端部地区のトレッキングルートに必要な装備や難所に関

するパネルが既存の展示として存在する。本事業では、これら既存の展示物と連動し、来

館者に対して、先端部地区利用に関する普及啓発を行なうことを目的とした展示を作成し

た。ザックやヘルメット、登山靴など先端部地区利用に必要な装備や服装については、マ

ネキンを用いて展示したほか、フードコンテナやヒグマ撃退スプレー、携帯トイレなど今

まで館内で展示していたものについても、新設コーナーにまとめて展示した。展示には、

移動および組み替え可能な木製の箱を使用し、展示全体を立体的に表現して来館者の目に

とまりやすいような構造とした。フードコンテナについては、一緒に米や行動食を展示し、

どの程度食糧が入るか実際に来館者自ら詰めてもらえるようなハンズ・オンの形式とした。 

 コーナーには、先端部地区利用に際して事前に知っておくべき知識と装備、またトレッ

キングルート上の難所の情報について記載した「攻略本」という冊子を設置した。この冊

子は、岬トレッキングを経験したことがない人が読むことを想定しており、利用に際して

必要な装備や難所の情報について、読者に読みやすく分かりやすいように主にイラストを

使用した記述構成とし（写真 11）、より詳細な説明は、既存のパネル展示で取得できるよ

う配慮した。冊子は、大きく分けて先端部利用にあたっての心構えと事前準備に関する前

篇と、先端部地区における難所に関する後篇にわけて構成されている。前篇では、先端部

利用にあたっての遵守すべきルールやマナーについて周知する内容とし、またヒグマに関

する基礎知識やヒグマ対策における必須道具、ヒグマとの遭遇事例を記載した。後篇では、

岬トレッキングルートの難所について記載した。赤岩以降の知床岬に関する内容はあえて

記載せず、「到達本」でのみ見られるような構成とした。「攻略本」を最後まで読んだ来

館者は、最終頁で「到達本」が入っている箱の鍵を入手することができる。このように「到

達本」は「攻略本」を最後まで読んだ人だけが読めるようになっており、「到達本」が単

なる記録ノートに終わらない仕組みとした。 
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写真 11 「攻略本」の一部 

 

先端部地区利用者からの情報収集および最新情報還元のための素材作成 

 

 ルサフィールドハウスでは、施設に立ち寄った先端部地区の利用者から先端部利用に関

するヒアリングを行ない、先端部地区の最新情報の収集に努めている。しかしながら、そ

の情報を、これから先端部地区を利用しようとする来館者に対して還元する手法が確立さ

れていないという課題があった。そこで、利用者から聞き取った先端部地区のリアルタイ

ムな情報を来館者に提供するための冊子を作製した。 

 この冊子「到達本」は、実際に岬までのトレッキングを経験した人が、自ら歩いて得ら

れた難所の最新の状況やヒグマの目撃情報などを書き込める仕様となっている（写真 12）。

それらの記録を書き込むための先端部の地図も冊子とともに設置し、年度ごとに追加して

ファイリングしていく形とした（写真 13）。「到達本」は鍵付きの箱に格納し（写真 14）、

事前に習得すべき知識を得るための「攻略本」を全て読み終えた人だけが箱を開けて読め

るようにするなどゲーム性を持たせ、来館者の参加型展示とした。 
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写真 12 「到達本」の一部．岬に行ってきた人が書き込む形式 

 

 

写真 13 岬へ行った人たちが最新情報を書き込む地図 
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写真 14 「到達本」が入っている鍵付きの箱 

 

 

3) ホームページによる情報発信 

 

ホームページによる情報発信にあたっては、環境省担当官の指定に基づき、羅臼ビジタ

ーセンターのホームページの改修を行なうこととした。羅臼ビジターセンターのホームペ

ージでは、周辺の自然情報や登山道の概要等羅臼の自然やその利用に関する情報提供を行

なっている。平成 25 年度から一部変更となる羅臼湖までの歩道、および知床連山縦走路の

二ッ池ルートについて、利用者に適切な情報提供を行なうためにホームページの一部改修

作業を行なった。羅臼湖については、既存の概要に加え、変更されたルートやバス停、

新たに策定された利用のルール等について周知する構成とした（図 2、図 3、図 4、図 5、

図 6）。また、羅臼岳・知床連山については、既存の概要のほかに二ッ池におけるルー

トおよび野営地の変更について新たなページを作成し、周知する構成とした（図 7、図 8、

図 9）。 

 改修するにあたり、羅臼湖や知床連山登山道に関する最新情報も提供できるよう、ブロ

グ形式で更新する「最近の羅臼湖」「最近の知床連山」をそれぞれ設置した。また、ホーム

ページ閲覧者がこれら羅臼湖や知床連山の情報を含め、知りたい情報がスムーズに入手で

きるようにホームページのトップ画面の再整理も行なった（図 10）。 
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図 2 羅臼湖の歩道全体とバス停の位置を示したページ 
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図 3 羅臼湖の旧歩道および新歩道を示した箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 羅臼湖ルールを記載したページ（1/3） 
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図 5 羅臼湖ルールを記載したページ（2/3） 
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図 6 羅臼湖ルールを記載したページ（3/3） 
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図 7 知床連山の登山道および野営地、携帯トイレブース等を示したページ 
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図 8 二ッ池の新ルートおよび野営地を示した箇所 

 

 

図 9 二ッ池の新ルートおよび野営地を示した拡大図 
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図 10 構成を整理したトップページ 
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4. まとめ 

 

本事業において、新たな環境教育素材としてのエゾシカ対策の普及啓発展示、ルサフィ

ールドハウスにおける知床半島先端部地区に関する情報収集および普及啓発コーナーの新

設、羅臼ビジターセンターホームページの一部リニューアルを実施した。 

エゾシカ対策の普及啓発展示や、ルサフィールドハウスにおける知床半島先端部地区に

関する情報収集および普及啓発コーナーは、これまでの固定型パネルや映像機器を中心と

した展示物では難しかった、移動可能な展示物となっており、他の施設での展示や他の場

所での教育活動を行う場合にも持ち運び可能である。さらに、利用者とのインタラクティ

ブなやりとりが可能な作りも意識されており、利用者に、見てみたい・触ってみたいと思

ってもらえる仕掛けが考慮されている。これらの展示物によって、既存の展示だけでは素

通りされがちだった利用者の層にも普及啓発を行っていくことが可能と考える。 

エゾシカについては、知床を訪れた人たちの多くが目にすることができる動物である一

方で、エゾシカ対策に関する展示物等は多くはなかったため、これまでもたびたび来館者

から質問がある事項であった。本事業において作成した展示によって、エゾシカ対策につ

いての普及啓発を効果的に行うことが可能となる。 

知床半島先端部地区に関する情報収集および普及啓発コーナーについては、先端部地区

利用に関する新たな普及啓発素材と、実際に先端部地区に行った人から情報収集し、最新

情報を還元するための展示が作成された。ハンズ・オンや立体的に工夫された展示に加え、

今回作成した展示物には、利用者からの情報が集まっていくことによって完成されていく

展示もある。このため、本事業において作成した展示について、今後も利用者とのやりと

りを行いながら随時改修や更新を行っていく必要がある。 

また、ホームページのリニューアルを通して、知床の自然情報やルール等に関する情報

について、これまで以上にウェブを通じて利用者にあらかじめ分かりやすく普及啓発を行

うことが可能となった。羅臼湖歩道と羅臼岳登山道・知床連山縦走路は、知床を訪れる

利用者にも人気のルートであるが、利用するにはある程度の時間や準備が必要である。

このため、これらのルートを利用予定の方々の多くは、事前にウェブサイトなどで情報

収集をしており、羅臼ビジターセンターにも問い合わせがあることが多い。 

羅臼湖や二ッ池のようにルートの変更等がある場合には、利用者が混乱することのな

いように情報提供を行う必要がある。本事業におけるリニューアルでは、本格的な利用

シーズンが始まる前に適切な情報提供を行うことができ、混乱の解消に寄与するもので

ある。 



 

 

 

5. 資料 

資料 5-1．平成 24年 11月 29日の打合せ記録 

 平成 24年 11 月 29 日（木）9:00～10:00 

出 席

者 

羅臼自然保護官事務所 三宅 

知床財団 坂部、山本、眞々部 

 件名：平成 24 年度知床世界自然遺産地域における環境教育業務内容に関する打合せ 

 内容：標記について打合せを行った。議題案に沿った主な内容は以下のとおり。 

 

１．HP 改修作業について 

○今後の作業の確認を行った。 

・羅臼ビジターセンターのホームページを改修することを確認した。 

・今後の作業については、入れる内容等環境省と都度協議し、素材や文章など

を確認しながら進めて行くこととした。 

 

２．エゾシカ展示について 

○展示内容の確認を行った。 

・展示素材や内容等、環境省と知床財団でよく協議し、固めて行くこととした。 

 

３．ルサの展示物について 

○展示内容の確認を行った。 

・展示素材や内容等、環境省と知床財団でよく協議し、固めて行くこととした。 

 

 その他： 



 

 

 

資料 5-2． 平成 25年 1月 24日の打合せ記録 

 平成 25 年 1 月 24 日（木）16:00～17:00 

出 席

者 

羅臼自然保護官事務所 三宅 

知床財団 坂部 

 件名：平成 24 年度知床世界自然遺産地域における環境教育業務内容に関する打合せ 

 内容：標記について打合せを行った。議題案に沿った主な内容は以下のとおり。 

１．HP 改修作業について 

○現在までの進捗状況の確認及び今後の作業の確認を行った。 

・地図や写真、文章などを準備し、遅くても 2月末までにオーレンスにデータ

を渡し、 

改修作業をお願いする予定。 

・写真、文章は環境省と協議して決定することとし、地図は財団が作成する。 

・羅臼湖ルールページの表題のつけ方など、相談をしながら内容をつめていく。 

２．エゾシカ展示について 

○現在までの進捗状況の確認を行った。 

・パネルを入れるイーゼルは、斜里町で工房を営む中西氏に発注済み。 

・エゾシカ剥製の台座製作は、町内の会社に依頼済み。 

・パネルの内容は素案段階で、増加による問題や対策などをメインとし、生態

や知床以外のシカ 

問題なども盛り込む予定。 

・A0サイズ×3枚で予定しているが、パネル内容を今後作成していく段階で 2

枚になることも考えられる。また、設置場所の状況等をみながら、設置枚数

を判断する。 

・ただ見るだけのパネルではなく、来館者がアクションを起こすことによって

見ることができる仕組みや、来館者に考えさせるような見せ方の工夫がある

とよい。 

３．ルサの展示物について 

  ○現在までの進捗状況の確認および今後の作業の確認を行なった。 

    ・岬トレッキングから帰ってきた人から情報を収集するための記録媒体について

考案中である。 

    ・展示する服について、現在収集中。環境省提供のザックとヘルメットも活用予

定である。 

    ・普及啓発素材の中身についても現在考案中である。進捗状況は随時報告すると

ともに、内容についても都度環境省と協議しながら進めていく。 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に

したがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作製してい

ます。 

 

平成 24年度 環境省釧路自然環境事務所 請負事業 

 

事業名：平成 24年度 知床世界自然遺産地域における環境教育業務 
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